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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

三
つ
の
ア
メ
リ
カ
ン・ド
リ
ー
ム

債
務
削
減
、高
関
税
、大
国
外
交

異
な
る「
偉
大
な
米
国
」像

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
2
期
目
就
任
後
、
初
め
て
臨
ん
だ
3
月
4

日
の
上
下
両
院
合
同
会
議
で
の
演
説
の
テ
ー
マ
は
、「
ア
メ
リ
カ
ン
・

ド
リ
ー
ム
の
復
活
」
だ
っ
た
。「
連
邦
政
府
の
無
駄
の
削
減
」
を
強

調
し
、「
関
税
は
米
国
を
豊
か
に
し
、偉
大
に
す
る
」
と
指
摘
し
、「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
の
野
蛮
な
紛
争
を
終
わ
ら
せ
る
」
と
表
明
し
た
。
演
説

か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
モ
デ
ル
と
す
る
過
去
3
人
の
大
統
領
と
の

相
似
形
だ
。
米
国
が
再
び
経
済
的
な
繁
栄
を
享
受
し
、
世
界
で
尊
敬

さ
れ
る
国
家
に
な
る
─
─
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
夢
」
は
実
現
す
る
の

だ
ろ
う
か
。

連
邦
議
会
に
要
請
し
た
課
題

　
「
ア
メ
リ
カ
の
勢
い
が
戻
り
、
我
々
の
精
神
が
戻
り
、
我
々
の
誇

り
が
戻
り
、
我
々
の
自
信
が
戻
り
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
が
勢

い
を
増
し
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き
く
、
よ
り
素
晴
ら
し
く
な
っ
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
の
勢
い
は
止
ま
る
こ
と
な
く
、
我

が
国
が
ま
さ
に
復
活
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
世
界
は
目
撃

第２期トランプ政権

定点
観測
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し
て
い
る
…
…
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
精
神
は
だ
れ
に
も
止
め
ら
れ

な
い
力
が
あ
る
こ
と
を
再
発
見
し
、限
り
な
い
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー

ム
の
約
束
を
再
び
呼
び
戻
す
」

　

1
時
間
40
分
に
わ
た
る
記
録
的
な
演
説
の
中
で
、「
ア
メ
リ
カ
ン
・

ド
リ
ー
ム
」
に
触
れ
た
の
は
3
回
だ
け
だ
っ
た
。
だ
が
、
演
説
全
体

を
通
し
て
振
り
返
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
描
く
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド

リ
ー
ム
」
像
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
、
国
内
産
業
を
保
護
し
、
防

衛
力
を
強
化
し
、
不
法
移
民
を
排
除
し
、
治
安
を
守
り
、
保
守
的
な

価
値
観
を
貫
く
こ
と
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
に
通
底
す
る
の
は
、
1
期
目
以

来
の
表
看
板
で
あ
る
「
米
国
第
一
」
の
政
治
思
想
で
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
演
説
の
中
で
、
連
邦
議
会
に
い
く
つ
か
の
要
求
を

し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
バ
イ
デ
ン
前
政
権
時
に
超
党
派
の
支
持

を
得
て
成
立
さ
せ
た
C
H
I
P
S
法
の
廃
止
だ
。
米
国
の
半
導
体
生

産
や
研
究
開
発
に
5
2
7
億
㌦
（
約
7
・
9
兆
円
）
を
投
じ
る
内
容

だ
。
こ
の
恩
恵
に
預
か
る
の
が
世
界
最
大
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
台
湾
積
体
電
路
製
造
（
T
S
M
C
）
だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
こ
の

「
補
助
金
」
を
「
関
税
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、
米
国
内
へ
の
投

資
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

　
「
彼
ら
に
金
を
与
え
る
必
要
は
な
い
。
我
々
は
自
国
の
企
業
と
国

民
を
守
り
た
い
だ
け
だ
。
米
国
で
建
設
す
れ
ば
関
税
を
払
う
必
要
が

な
く
な
る
」。
演
説
で
ト
ラ
ン
プ
氏
は
こ
う
豪
語
し
、
C
H
I
P
Ｓ

法
廃
止
で
浮
い
た
補
助
金
を
国
の
借
金
の
返
済
に
回
す
よ
う
ジ
ョ
ン

ソ
ン
下
院
議
長
（
共
和
党
）
に
要
請
し
た
。
商
務
省
は
す
で
に

米上下両院合同会議で演説するトランプ米大統領＝2025年3月4日、ホワイトハウス
のFlickrから
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C
H
I
P
S
法
担
当
者
の
人
員
削
減
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ

の
法
律
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
自
動
車
な
ど

に
使
う
半
導
体
が
不
足
し
た
教
訓
か
ら
共
和
党
も
賛
成
し
て
制
定
さ

れ
た
も
の
で
、
廃
止
に
は
抵
抗
も
強
い
。

　

防
衛
装
備
の
中
で
も
名
前
を
挙
げ
て
予
算
付
け
を
求
め
た
の
が
、

ト
ラ
ン
プ
氏
が
導
入
に
野
心
を
燃
や
す
最
先
端
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス

テ
ム
で
、「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ド
ー
ム
」
と
命
名
さ
れ
て
い
る
（
当
初
の

名
称
は
米
国
の
支
援
で
イ
ス
ラ
エ
ル
が
配
備
す
る
「
ア
イ
ア
ン
ド
ー

ム
」
だ
っ
た
）。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
、
極
超
音
速

ミ
サ
イ
ル
、
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
宇
宙
配
備
の
セ
ン
サ
ー
で
探
知
し
て

迎
撃
す
る
大
規
模
な
防
空
シ
ス
テ
ム
で
、
本
土
だ
け
で
な
く
宇
宙
配

備
型
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　

開
発
を
決
定
し
た
1
月
27
日
の
大
統
領
令
で
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、

1
9
8
3
年
に
当
時
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
が
ソ
連
の
核
攻
撃
に
対
処

す
る
た
め
提
唱
し
た
「
戦
略
防
衛
構
想
（
S
D
I
）」、い
わ
ゆ
る
「
ス

タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
構
想
」
を
引
き
合
い
に
出
し
、「
こ
の
計
画
は
多
く

の
技
術
的
進
歩
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
目
標
が
達
成
さ
れ
る
前
に

中
止
さ
れ
た
。
過
去 

40 

年
間
、
戦
略
兵
器
の
脅
威
は
軽
減
す
る
ど

こ
ろ
か
、
激
し
く
な
っ
て
い
る
」
と
し
、「
力
に
よ
る
平
和
」
を
実

現
す
る
た
め
に
導
入
す
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。

不
法
移
民
排
除
と
保
守
派
ア
ジ
ェ
ン
ダ

　

国
内
の
治
安
維
持
の
観
点
か
ら
訴
え
た
の
が
、「
米
国
史
上
最
大

「アメリカン・ドリームの復活」をテーマとした
議会演説のポイント

・新規雇用、新規規制、対外援助を凍結。変化に抵抗する連邦職員の解雇
・無駄遣いを終わらせ、インフレを克服。これにより国民所得を増やす
・グリーンニューディール、環境、電気自動車の規制を終了

・英語の公用語化、メキシコ湾の呼称を「アメリカ湾」に
・多様性・公平性・包摂性（DEI）政策の終了
・南部国境に国家非常事態宣言。不法移民を追放し、有能な移民を招請

・今こそ関税を始める時だ。多くの国が米国より高い関税を課している
・４月２日に相互関税を発動する。国内に前例のない雇用を創出する
・「米国第一」に基づく投資を誘致する（ホンダ、ソフトバンクなどの社名を列挙）

・ウクライナ紛争を終わらせる。ウクライナ防衛支援をさらに５年も継続できない
・中東に、平和で繁栄した未来を創造する
・軍の地位を向上させ、ミサイル防衛を増強し、造船業を復活させる
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の
国
外
追
放
作
戦
」
の
実
行
を
可
能
に
す
る
予
算
案
の
通
過
だ
。
ド

ワ
イ
ト
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
が
1
9
5
4
年
に
実
施
し
た
過

去
最
大
の
不
法
移
民
追
放
作
戦
「
ウ
エ
ッ
ト
バ
ッ
ク
作
戦
」
を
上
回

る
規
模
と
演
説
で
説
明
し
た
。
当
時
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
不
法
移
民

が
社
会
問
題
化
し
、
国
境
警
備
隊
が
主
導
し
て
強
制
排
除
し
た
。
対

象
者
は
1
3
0
万
人
と
も
言
わ
れ
る
。「
ウ
エ
ッ
ト
バ
ッ
ク
」
は
、

リ
オ
グ
ラ
ン
デ
川
を
泳
い
で
米
国
に
渡
っ
た
不
法
移
民
を
指
す
差
別

的
な
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
不
法
移
民
排
除
は
徹
底
し
て
い
る
。演
説
後
に
は
、

南
米
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
ギ
ャ
ン
グ
組
織
に
よ
る
米
国
越
境
を
防
ぐ
た
め

と
し
て
裁
判
所
の
手
続
き
な
し
に
外
国
人
の
拘
束
や
追
放
を
可
能
に

す
る
「
敵
性
外
国
人
法
」
を
適
用
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
の
法
律
は

１７９８



年
に
制
定
さ
れ
た
戦
時
法
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
日

系
移
民
な
ど
に
適
用
さ
れ
、
後
に
物
議
を
醸
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
3
月
15
日
に
2
6
1
人
を
中
米
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
に
強
制
送
還

し
、
そ
の
う
ち
1
3
7
人
が
ギ
ャ
ン
グ
と
の
つ
な
が
り
の
疑
い
で
同

法
が
適
用
さ
れ
た
と
い
う
。
一
方
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
連
邦
裁
判

所
は
違
法
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
執
行
を
一
時
差
し
止
め
る
決
定
を

下
し
た
。

　

さ
ら
に
、
保
守
派
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
推
進
も
、「
ア
メ
リ
カ
ン
・

ド
リ
ー
ム
の
復
活
」
の
一
角
を
成
す
。
大
枠
で
言
う
と
、「
多
様
性
・

公
平
性
・
包
摂
性
（
D
E
I
）
政
策
」
の
終
了
を
指
す
が
、
具
体
的

に
は
、
公
立
学
校
で
の
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
尊
重
の
禁
止
や
、
非

白
人
へ
の
差
別
が
意
図
的
な
搾
取
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
と

す
る
「
批
判
的
人
種
理
論
」
教
育
の
排
除
、
男
性
か
ら
性
転
換
し
た

選
手
の
女
子
競
技
へ
の
参
加
禁
止
、
子
供
の
性
転
換
を
禁
止
す
る
法

律
制
定

─
な
ど
だ
。

　

白
人
至
上
主
義
や
男
性
中
心
主
義
な
ど
の
極
右
的
な
思
想
を
反
映

し
た
も
の
で
、
民
主
党
の
オ
バ
マ
政
権
や
バ
イ
デ
ン
政
権
が
進
め
て

き
た
リ
ベ
ラ
ル
色
の
強
い
政
策
を
一
掃
す
る
狙
い
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
描
く
「
偉
大
な
米
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
る
。

共
和
党
保
守
派
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
繁
栄
を
築
い
た

1
9
5
0
年
代
へ
の
郷
愁
が
濃
い
。
米
公
共
宗
教
研
究
所
の
調
査
に

よ
る
と
、
今
日
が
1
9
5
0
年
代
よ
り
悪
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
共

和
党
員
は
66
％
で
、
白
人
福
音
派
に
限
る
と
71
％
に
達
す
る
。
民
主

党
員
は
30
％
に
と
ど
ま
る
。

　

そ
も
そ
も
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」
と
は
何
か
。
米
歴
史
家

の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
ダ
ム
ズ
が
1
9
3
1
年
に
生
ん
だ
造
語
と
し
て

伝
わ
る
こ
の
言
葉
は
、
米
国
で
は
能
力
に
応
じ
て
豊
か
な
生
活
を
実

現
す
る
機
会
が
誰
に
で
も
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
建
国
の
精
神

で
あ
る
自
由
や
平
等
の
下
に
成
り
立
つ
、と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞
典
の
定
義
に
よ
れ
ば
、「
米
国
の
す
べ
て
の

市
民
に
は
、
勤
勉
、
決
意
、
自
発
性
に
よ
っ
て
成
功
と
繁
栄
を
達
成

す
る
平
等
な
機
会
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
理
念
」
で
あ
る
。

　

こ
の
定
義
に
基
づ
く
米
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
の
昨
年

7
月
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
の
実
現
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は
今
も
可
能
だ
」
と
考
え
る
人
は
53
％
、「
昔
は
可
能
だ
っ
た
」
が

41
％
、「
昔
も
今
も
不
可
能
」
が
6
％
だ
っ
た
。
人
種
別
で
は
「
今

も
可
能
」
が
53
％
を
上
回
っ
た
の
は
白
人
だ
け
だ
っ
た
。
一
方
、
若

年
層
や
高
卒
以
下
、
低
所
得
者
は
悲
観
的
だ
っ
た
。「
ア
メ
リ
カ
ン
・

ド
リ
ー
ム
」
は
過
去
の
も
の
、
と
い
う
よ
り
も
、
可
能
か
不
可
能
か

を
巡
っ
て
社
会
の
分
断
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
の
が
実
相
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
「
復
活
」
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
「
ア
メ

リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」
と
は
何
か
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
信
奉
す
る
過
去

3
人
の
大
統
領
の
政
治
信
念
や
手
法
、
政
策
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ

の
目
指
す
と
こ
ろ
を
探
り
、
今
後
の
展
望
を
見
通
し
て
み
た
い
。
対

象
と
し
た
の
は
、
第
7
代
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
第
25
代

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
、
第
40
代
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン
だ
。

い
ず
れ
も
演
説
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
敬
愛
ぶ

り
を
披
露
し
て
き
た
。

「
米
国
の
夢
」
の
１　

債
務
ゼ
ロ

　

政
府
効
率
化
省
を
新
設
し
、
教
育
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
教
育
省
や

対
外
援
助
を
担
う
国
際
開
発
局
（
U
S
A
I
D
）
な
ど
を
縮
減
し
、

約
2
3
0
万
人
の
連
邦
職
員
の
10
％
を
削
減
す
る
─
─
。
連
邦
政
府

の
行
政
改
革
に
大
ナ
タ
を
振
る
う
施
策
は
、
第
二
期
ト
ラ
ン
プ
政
権

の
大
き
な
柱
だ
。「
政
府
の
腐
敗
を
一
掃
す
る
」
と
ト
ラ
ン
プ
氏
は

言
う
が
、
政
治
の
浄
化
が
目
的
で
は
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
米
国

の
巨
大
に
膨
ら
ん
だ
債
務
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
に
あ
る
よ
う

アメリカン・ドリーム「反エリート・庶民の味方」
ジャクソン

（1829～37年）
トランプ

（2017～21年、25年～）

政
治
手
法

■短期で攻撃的、品位を損なう言動
■政治エリート層を敵視
■高官や側近に忠誠を誓わせ、独裁的な権威を重視
■「米国の利益」を最優先にし、「外国の敵」を非難
■暗殺未遂に遭う（トランプ氏は選挙運動中）

政
府
パ
ー
ジ

■連邦主義者が進めてきた合衆国銀行を認可せず
につぶす「銀行戦争」を展開

■「大掃除（Sweep the Augean Stable）」を公約
に掲げ、連邦政府職員を1年で10％解雇

■「政府効率化省（DOGE)」を新設し、教育省や
国際開発局（USAID)などの省庁縮減を推進

■「無能で腐敗した官僚を排除する」と約230万人
の連邦政府職員を最大10％削減する方針

債
務
削
減

■数多くの支出法案の拒否、全国的なインフラプ
ロジェクトの中止、政府所有地の大量売却

■1835年1月に目標とする国家債務の全額返済を
達成。米史上唯一の国家債務ゼロの時期

■連邦支出を４年間で２兆ドル削減。国防費も中
露と協議し半減する方針表明

■「インフレなどと闘うために国の債務を返済し、
減らす」

➡ ➡
そ
の
結
果

1837年恐慌を誘発 大幅支出減が景気を抑制する恐れ

※ジャクソンの肖像画はホワイトハウス歴史協会提供。トランプ氏の写真はホワイトハウスの公式ホームページから
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だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
第
一
期
目
か
ら
「
国
の
借
金
を
返
済
す
る
」
と

主
張
し
て
き
た
。

　

父
親
か
ら
引
き
継
い
だ
不
動
産
事
業
を
拡
大
し
よ
う
と
カ
ジ
ノ
な

ど
に
手
を
出
し
、
失
敗
し
て
は
破
産
申
請
を
繰
り
返
し
て
き
た
こ
と

か
ら
自
ら
を
「
借
金
王
」
と
呼
ぶ
ほ
ど
だ
が
、
当
然
だ
が
、
負
債
は

事
業
を
圧
迫
す
る
。
国
家
経
営
の
立
場
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
政
策

を
総
動
員
し
て
借
金
減
ら
し
に
本
気
で
奔
走
す
る
考
え
の
よ
う
だ
。

連
邦
政
府
の
支
出
を
今
後
4
年
間
で
2
兆
㌦
削
減
す
る
と
い
う
方
針

は
、「
聖
域
」
な
し
の
省
庁
再
編
と
人
員
削
減
を
意
味
す
る
。
そ
の

強
硬
手
段
は
あ
ち
こ
ち
で
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
ん
で
い
る
。

　

今
か
ら
約
2
0
0
年
前
に
大
統
領
に
就
任
し
た
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
行
政
改
革
の
先
駆
者
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
建
国
の
父
」

の
系
統
が
権
力
を
独
占
し
て
い
た
時
代
に
登
場
し
た
粗
野
な
軍
人
出

身
の
初
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
だ
っ
た
。
エ
リ
ー
ト
層
が
政
治
を
腐
敗

さ
せ
て
い
る
と
い
う
強
い
信
念
か
ら
、「
大
掃
除
」
と
称
し
て
連
邦

政
府
職
員
の
10
％
を
追
い
出
し
て
し
ま
う
。大
統
領
権
限
を
拡
大
し
、

権
勢
を
振
る
っ
た
政
治
姿
勢
は
、
後
に
米
国
民
が
専
横
の
象
徴
と
し

て
最
も
嫌
う
王
の
冠
を
つ
け
て
「
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
王
」
と
も
呼
ば
れ

た
。

　

連
邦
主
義
の
エ
リ
ー
ト
層
は
独
立
後
、
統
合
の
一
環
と
し
て
各
州

の
戦
争
債
務
を
連
邦
政
府
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
国
立

銀
行
（
合
衆
国
銀
行
）
を
設
立
し
、
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
が
新
国

家
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
有
効
な
手
段
に
な
る
と
考
え
た
。一
方
、

ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
、
北
東
部
の
エ
リ
ー
ト
層
を
優
遇

し
た
政
策
で
、
地
方
の
農
業
者
ら
を
犠
牲
に
し
て
い
る
と
感
じ
、「
債

務
は
国
家
の
恥
の
源
」
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
、

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
民
主
共
和
党
か
ら
派
生
し
た
民
主
党
を
代
表
す

る
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
だ
っ
た
。

　

ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
代
表
的
な
政
策
に
、
国
立
銀
行
の
廃
止
が
あ
る
。

ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
若
い
こ
ろ
、
土
地
取
引
の
投
機
に
失
敗
し
た
経
験
か

ら
借
金
へ
の
嫌
悪
感
が
あ
り
、
債
務
を
「
道
徳
的
敗
北
」
や
「
黒
魔

術
」
と
呼
ん
だ
。
在
任
中
、
数
多
く
の
支
出
法
案
を
拒
否
し
、
全
国

的
な
イ
ン
フ
ラ
拡
張
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
止
さ
せ
、
西
部
の
政
府
所

有
地
を
大
量
に
売
却
す
る
こ
と
で
国
の
借
金
を
返
済
し
、
1
8
3
5

年
1
月
に
は
、「
債
務
ゼ
ロ
」
の
時
代
を
築
い
た
唯
一
無
二
の
大
統

領
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
政
策
は
恐
慌
の
導
火
線
と
な
っ
た
。
連
邦
政
府

所
有
地
の
売
却
は
不
動
産
バ
ブ
ル
を
招
き
、
国
立
銀
行
の
廃
止
は
無

規
律
な
財
政
支
出
を
も
た
ら
し
た
。
当
時
、
外
国
経
済
が
低
迷
し
た

こ
と
も
あ
り
、
バ
ブ
ル
の
破
綻
に
よ
り
起
き
た
の
が
、
1
8
3
7
年

の
恐
慌
だ
っ
た
。
各
州
の
銀
行
の
取
り
付
け
騒
ぎ
と
そ
れ
に
続
く
不

況
に
よ
り
、
米
国
経
済
は
破
綻
し
、
連
邦
政
府
は
再
び
借
入
を
開
始

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
南
北
戦
争
や
二
度
の
大
戦

を
経
て
借
金
は
膨
ら
み
、
現
在
の
米
国
の
連
邦
政
府
の
公
的
債
務
残

高
は
35
兆
㌦
を
超
え
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
共
和
党
保
守
派
が
何
度
も
挑
戦
し
て
は
実
現
で
き
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な
か
っ
た
「
債
務
ゼ
ロ
」
に
再
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

連
邦
政
府
を
再
編
し
、
職
員
を
大
幅
に
削
減
し
、
支
出
を
厳
し
く
制

限
す
る
こ
と
で
「
カ
ネ
を
生
み
」、
そ
れ
を
借
金
の
返
済
に
充
て
る

と
い
う
。
政
府
の
規
制
を
緩
和
し
、
民
間
の
活
力
を
促
し
、
経
済
を

活
性
化
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
法
人
税
も
そ
の
原
資

に
な
る
。
そ
ろ
ば
ん
を
弾
く
が
、
果
た
し
て
可
能
だ
ろ
う
か
。

　

財
政
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
「
責
任
あ
る
連
邦
予
算
委
員
会
」
は
、「
間

違
い
な
く
不
可
能
だ
」
と
断
じ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
歳
出
削
減
」

に
つ
い
て
は
公
言
す
る
が
、「
歳
入
増
加
」
に
つ
い
て
は
具
体
的
な

プ
ラ
ン
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。「
4
年
間
で
す
べ
て
の
支
出
を

削
減
し
て
も
、
債
務
を
返
済
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
し
、
歳
入
を

倍
増
し
て
も
十
分
で
は
な
い
。
10
年
間
で
債
務
を
返
済
す
る
に
は
、

連
邦
政
府
の
支
出
を
約
60
％
削
減
す
る
か
、
歳
入
を
3
分
の
2
増
や

す
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
。

　

も
し
、
削
減
ば
か
り
が
先
行
し
、
歳
入
増
の
見
通
し
が
つ
か
な
け

れ
ば
、
米
国
経
済
に
逆
風
と
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
4
年
間
で
連
邦
職
員
を
10
％
削
減
す
る
と
言
い
、
政
府
効
率
化
省

を
率
い
る
実
業
家
の
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
は
連
邦
支
出
を
4
年
間

で
2
兆
㌦
削
減
す
る
と
言
う
。
日
米
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
の
試
算

で
は
、
支
出
削
減
は
米
国
の
名
目
G
D
P
（
国
内
総
生
産
）
の
8
％

程
度
に
も
達
す
る
と
い
う
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
削
減
し
た
コ
ス
ト
の
一

部
を
直
接
給
付
の
か
た
ち
で
国
民
に
還
元
す
る
と
い
う
が
、
景
気
を

抑
制
す
る
懸
念
は
拭
え
な
い
。

「
米
国
の
夢
」
の
２　

高
関
税
で
繁
栄
を

　
「
E
U
（
欧
州
連
合
）、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
、
メ
キ
シ
コ
、

カ
ナ
ダ
な
ど
数
え
切
れ
な
い
国
々
が
高
い
関
税
を
我
々
に
課
し
て
い

る
。
こ
れ
は
極
め
て
不
公
平
だ
。
イ
ン
ド
は
米
国
製
自
動
車
に

1
0
0
％
の
関
税
を
か
け
、
中
国
が
我
々
の
製
品
に
課
す
関
税
は
、

我
々
が
課
し
て
い
る
関
税
の
2
倍
だ
。
韓
国
に
至
っ
て
は
米
国
の
4

倍
も
の
関
税
を
か
け
て
い
る
。
我
々
が
と
て
つ
も
な
い
軍
事
支
援
を

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
だ
。
そ
れ
が
現
実
だ
…
…
関
税
を
我
々

に
課
す
な
ら
、
こ
ち
ら
も
課
す
。
関
税
は
ア
メ
リ
カ
を
再
び
豊
か
に

し
、
ア
メ
リ
カ
を
再
び
偉
大
に
す
る
」

　

演
説
の
二
つ
目
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
関
税
」
だ
。
議
会
演
説

で
は
関
税
の
文
脈
で
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
高
関
税
政
策
を

導
入
し
、「
タ
リ
フ
マ
ン
（
関
税
男
）」
の
異
名
を
と
っ
た
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
を
手
本
と
す
る
こ
と
は
、
1
月
の
就
任
演
説
で

強
調
し
て
い
た
。
今
回
の
演
説
で
は
、
具
体
的
な
国
名
を
挙
げ
て
標

的
を
定
め
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
国
々
と
の
取
引
を
通
じ
て
利
益
を

獲
得
し
、
そ
れ
を
政
権
の
成
果
と
す
る
思
惑
が
透
け
て
見
え
る
。

　

だ
が
、
こ
れ
も
危
険
が
つ
き
ま
と
う
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
就
任
演
説

で
「
関
税
を
通
じ
て
我
が
国
を
非
常
に
豊
か
に
し
た
。
彼
は
生
ま
れ

な
が
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
だ
っ
た
」
と
述
べ
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
へ
の

敬
意
を
表
し
た
。
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
が
下
院
議
員
当
時
に
策
定
し
た
高

関
税
法
は
「
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
関
税
」
と
呼
ば
れ
、
関
税
を
駆
使
し
た
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「
米
国
第
一
主
義
」
を
冷
や
か
し
て
、
当
時
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら

は
「
保
護
主
義
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
と
い
う
。

　

だ
が
、
実
際
に
は
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
は
「
高
関
税
政
策
」
を
最
後

ま
で
押
し
通
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
も
言
う
よ
う

に
、
関
税
を
高
く
し
て
輸
入
品
を
抑
制
す
る
こ
と
で
国
内
の
製
造
業

を
活
性
化
す
る
こ
と
が
、
そ
の
目
的
だ
。
し
か
し
、
多
く
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
は
、
関
税
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
外
国
の
輸
出
企
業
で
は
な

く
米
国
の
輸
入
業
者
が
支
払
う
た
め
、
関
税
の
コ
ス
ト
が
消
費
者
に

転
嫁
さ
れ
、
価
格
上
昇
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。

　

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
関
税
法
も
当
初
は
支
持
を
得
た
が
、
結
局
、
米
国

の
企
業
は
急
激
な
輸
入
減
を
補
て
ん
す
る
た
め
に
価
格
に
転
嫁
し
、

国
民
に
犠
牲
を
押
し
付
け
た
、
と
い
う
見
方
が
一
般
的
だ
。
衣
料
品

な
ど
の
価
格
上
昇
の
原
因
は
関
税
に
あ
る
、
と
い
う
批
判
的
な
論
調

が
広
が
り
、
共
和
党
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
は
1
8
9
0
年
の
中
間
選
挙

で
民
主
党
の
ラ
イ
バ
ル
に
敗
北
し
、
92
年
の
大
統
領
選
で
共
和
党
が

敗
れ
た
の
も
関
税
へ
の
不
人
気
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
。
民
主
党

が
優
位
に
な
る
と
、
94
年
に
関
税
は
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

　

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
は
92
年
に
オ
ハ
イ
オ
州
知
事
と
し
て
政
界
復
帰

し
、
96
年
大
統
領
選
で
勝
利
す
る
が
、
就
任
後
は
関
税
に
対
し
て
従

来
の
強
硬
路
線
か
ら
柔
軟
路
線
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
。
歴
史
家
な

ど
に
よ
れ
ば
、
19
世
紀
後
半
の
米
国
で
は
消
費
財
が
国
内
消
費
量
を

上
回
る
過
剰
生
産
に
陥
っ
て
い
た
た
め
、「
貿
易
相
手
国
が
関
税
を

引
き
下
げ
れ
ば
、
米
国
も
関
税
を
引
き
下
げ
る
」
と
し
て
輸
出
を
促

アメリカン・ドリーム「高関税政策による繁栄」
マッキンリー

（1897～1901年）
トランプ

（2017～21年、25年～）

政
治
手
法

■共和党の変革者
■多額の借金を背負いながら、人気を得て復活
■「アメリカの繁栄を取り戻した」とアピール
■「タリフマン」の呼び名
■黒人差別批判に冷淡

高
関
税

■史上最高の57％の関税を制定。「保護主義のナポ
レオン」の異名も

■国内経済への影響を憂慮し、後に貿易相手国が
関税を引き下げれば、米国も引き下げた

■中国からの薬物輸入や中国の競争力をそぐため
に高関税政策を導入。隣国も対象に

■敵対国・同盟国を問わず、相手国の課税レベル
に関税を引き上げる「相互関税」を導入

拡
張
主
義

■西部開拓後の世界として海外への「海のフロン
ティア」を推進。帝国主義政策に突き進む

■米西戦争に勝利し、ハワイ、プエルトリコ、グ
アム、フィリピンを支配下に

■北米最高峰デナリを旧称の「マッキンリー」に、
メキシコ湾を「アメリカ湾」に改称

■カナダは51番目、パナマ運河奪還、グリーンラ
ンド買収、ガザ地区リゾート化などの発言

➡ ➡
そ
の
結
果

「商業戦争は利益を生まない。友好的な貿易が報復を
防ぐ」と後に改心

戦後、米国が築いた自由経済や国際協調の秩序崩壊
の懸念

※マッキンリーの肖像画はホワイトハウス歴史協会提供。トランプ氏の写真はホワイトハウスの公式ホームページから
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進
し
よ
う
と
し
た
。
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
は
後
に
「
商
業
戦
争
は
利
益
を

生
ま
な
い
。
善
意
と
友
好
的
な
貿
易
関
係
の
政
策
が
報
復
を
防
ぐ
だ

ろ
う
」
と
語
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
や
ベ
セ
ン
ト
財
務
長
官
は
、
高
関
税
政
策
の
影
響
で

一
時
的
な
「
調
整
期
間
」
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ

れ
で
も
「
4
月
2
日
か
ら
の
対
米
農
産
物
輸
入
関
税
は
国
内
農
家
に

競
争
力
を
も
た
ら
す
」と
述
べ
て
い
る
。
中
西
部
の
農
業
州
は
与
党
・

共
和
党
の
地
盤
で
、
多
く
の
農
産
物
を
中
国
に
輸
出
し
て
い
る
。
中

国
は
3
月
、
米
国
産
の
鶏
肉
や
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
に
15
％
、

大
豆
や
豚
肉
、
牛
肉
、
水
産
物
、
果
物
、
野
菜
な
ど
に
10
％
の
追
加

関
税
を
課
す
方
針
を
決
定
し
た
。
来
年
の
中
間
選
挙
で
共
和
党
内
に

不
満
が
募
れ
ば
、方
針
転
換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　

中
国
へ
の
集
中
砲
火
を
、
1
9
8
0
年
代
の
対
日
貿
易
摩
擦
に
重

ね
る
見
方
も
あ
る
。
日
本
製
の
自
動
車
、
家
電
製
品
、
半
導
体
な
ど

が
米
国
市
場
に
な
だ
れ
込
み
、
当
時
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
報
復
関

税
な
ど
で
対
抗
し
た
。
最
終
的
に
は
為
替
調
整
に
よ
っ
て
貿
易
赤
字

を
緩
和
す
る
主
要
5
カ
国
（
米
英
仏
日
・
西
独
）
に
よ
る
「
プ
ラ
ザ

合
意
」
に
結
び
付
け
た
経
緯
が
あ
る
。
だ
が
、日
米
安
保
体
制
の
下
、

日
本
に
は
安
全
保
障
を
カ
ー
ド
に
譲
歩
を
迫
る
こ
と
も
で
き
た
が
、

米
国
が
人
民
元
を
自
由
に
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
安
全
保
障
の

カ
ー
ド
も
な
い
。
何
を
取
引
材
料
に
す
る
の
か
は
見
え
て
こ
な
い
。

「
米
国
の
夢
」
の
３　

強
い
ア
メ
リ
カ

　
「
最
高
司
令
官
と
し
て
最
も
重
視
し
て
い
る
の
は
、
最
強
の
軍
隊

を
構
築
す
る
こ
と
だ
。
最
初
の
一
歩
と
し
て
、連
邦
議
会
に
オ
ー
ル
・

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
最
新
鋭
『
ゴ
ー
ル
デ
ン
ド
ー
ム
ミ
サ

イ
ル
防
衛
』
へ
の
予
算
付
け
を
要
請
す
る
。
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン

が
以
前
、
や
ろ
う
と
し
た
が
、
技
術
が
追
い
つ
か
ず
、
で
き
な
か
っ

た
。
だ
が
、
い
ま
の
そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
我
々
は
持
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
導
入
す
べ
き
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
米
国
本
土
を
防
御
す
る
」

　

先
に
も
触
れ
た
が
、
外
交
・
安
全
保
障
で
手
本
と
す
る
の
が
、
レ
ー

ガ
ン
だ
。
強
大
な
防
衛
力
を
築
き
、本
土
防
衛
の
姿
勢
を
明
確
に
し
、

米
ソ
の
デ
タ
ン
ト
（
緊
張
緩
和
）
で
は
な
く
、
軍
拡
競
争
に
あ
え
て

踏
み
込
む
こ
と
で
経
済
的
な
圧
力
を
強
化
し
、
共
産
主
義
を
打
倒
し

て
東
西
冷
戦
に
勝
利
す
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
も
そ
う
し
た
シ
ナ
リ
オ
を

描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
レ
ー
ガ
ン
は
自
由
経
済
を
御
旗
に
ソ
連

の
経
済
を
締
め
上
げ
て
い
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
そ
の
武
器
を
「
関

税
」
に
置
き
換
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　

レ
ー
ガ
ン
が
防
衛
力
強
化
の
柱
と
し
て
描
い
た
の
は
、「
戦
略
防

衛
構
想
（
S
D
I
）」
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
こ
れ
に
相
当
す

る
の
が
、
宇
宙
防
衛
網
を
想
定
し
た
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ド
ー
ム
ミ
サ
イ

ル
防
衛
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
膨
大
な
資
金
を
要
す
る
防
衛
構
想
を

ぶ
ち
上
げ
る
こ
と
で
新
た
な
軍
拡
競
争
に
火
を
つ
け
、
ロ
シ
ア
と
中
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国
を
巻
き
込
み
、
経
済
的
に
疲
弊
さ
せ
て
い
く
狙
い
だ
ろ
う
か
。
一

方
で
ト
ラ
ン
プ
氏
は
中
露
に
「
非
核
化
」
交
渉
や
軍
縮
交
渉
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。「
力
に
よ
る
平
和
」
を
唱
え
た
レ
ー
ガ
ン
の
後
追
い

を
描
い
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　

だ
が
、も
ち
ろ
ん
現
段
階
で
は
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
過
ぎ
な
い
。

「
東
西
冷
戦
シ
ナ
リ
オ
」
を
踏
襲
で
き
な
い
理
由
は
、
中
国
も
ロ
シ

ア
も
と
も
に
自
由
経
済
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
だ
。
当
時
の
ソ
連
は

社
会
主
義
の
も
と
で
計
画
経
済
を
施
行
し
、
そ
れ
が
破
綻
し
た
。
い

ま
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
武
器
に
国
内
経
済
を
維
持
し
て
い
る
。
中

国
も
1
9
9
0
年
代
か
ら
市
場
経
済
を
取
り
入
れ
、
今
や
、
自
国
の

補
助
金
行
政
を
棚
に
上
げ
し
て
い
る
と
は
い
え
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

「
保
護
主
義
」
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
、
軒
並
み
連
邦
支
出
を
削
減
す
る
中
で
国
防
費

を
突
出
さ
せ
れ
ば
削
減
効
果
は
減
少
す
る
。
レ
ー
ガ
ン
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
が

結
局
は
頓
挫
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
関
税
政
策
が
う
ま

く
い
か
ず
、
そ
の
手
を
緩
め
れ
ば
、
貿
易
赤
字
も
解
消
し
な
い
。
何

よ
り
巨
大
市
場
の
中
国
を
米
国
の
民
間
企
業
は
無
視
で
き
な
い
。
冷

戦
期
の
ソ
連
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
日
米
防
衛
関
係
者
も
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
ド
ー
ム
も
レ
ー
ガ
ン
の
Ｓ
Ｄ
Ｉ
同
様
に
実
現
に
は
多
く
の
課

題
が
あ
り
、
時
間
も
か
か
る
。
修
正
も
迫
ら
れ
る
」
と
現
実
味
を
怪

し
む
。

　

前
例
を
踏
襲
し
て
「
古
き
良
き
ア
メ
リ
カ
」
を
描
く
こ
と
は
で
き

な
い
の
が
現
実
だ
ろ
う
。
何
を
持
っ
て
「
偉
大
な
ア
メ
リ
カ
」
と
す

アメリカン・ドリーム「力による平和」
レーガン

（1981～89年）
トランプ

（2017～21年、25年～）

政
治
手
法

■共和党の変革者
■レーガンは俳優出身、トランプ氏は不動産業出身
■国民への高い訴求力
■「米国を再び偉大に」がキャッチフレーズ
■暗殺未遂に遭う（トランプ氏は選挙運動中）

貿
易
赤
字

■米国の貿易赤字拡大の要因となった日本製の自
動車、家電製品、半導体を対象に報復措置

■1985年、日米英仏と西独の主要５カ国がドル高
是正で協調するプラザ合意

■中国がダンピング（不当廉売）しているとして
鉄鋼・アルミニウムを標的に高関税

■人民元や日本円に対して「通貨安政策」を取っ
ていると非難

大
国
外
交

■東西冷戦の敵対国ソ連を「悪の帝国」と呼び、
共産主義の打倒に注力

■「力による平和」を標ぼうする一方、ソ連との
核軍縮交渉で中距離核戦力全廃で合意

■大国間外交を重視。米露協議を通じたウクライ
ナ戦争の終結模索

■「新冷戦」の標的として中国に照準。関税政策
の一方で、中露との核軍縮を呼び掛け

➡ ➡
そ
の
結
果

東西冷戦の終結に道筋 ウクライナ和平に乗り出すも、道筋見えず

※写真はホワイトハウスの公式ホームページから
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る
も
の
、
人
に
よ
っ
て
異

な
る
。「
ア
メ
リ
カ
ン
・

ド
リ
ー
ム
」
は
、
一
般
的

に
は
、「
移
民
国
家
ア
メ

リ
カ
で
の
サ
ク
セ
ス
ス

ト
ー
リ
ー
」
と
受
け
取
ら

れ
が
ち
だ
が
、
ロ
ン
ド
ン

大
学
の
政
治
学
者
で
あ
る

サ
ラ
・
チ
ャ
ー
チ
ウ
ェ
ル

氏
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
W
・
ブ
ッ

シ
ュ
・
イ
ン
ス
テ
ィ

チ
ュ
ー
ト
へ
の
寄
稿
で

「
ア
ダ
ム
ズ
は
、
ア
メ
リ

カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
を
繁
栄

の
夢
と
は
区
別
し
、『
自

動
車
や
高
賃
金
の
夢
だ
け

で
は
な
く
、
男
女
が
生
ま

れ
つ
き
持
っ
て
い
る
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
し
、
生

ま
れ
や
地
位
に
関
わ
ら

ず
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分

を
他
人
に
認
め
ら
れ
る
社

会
秩
序
の
夢
で
あ
る
』
と

宣
言
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

チ
ャ
ー
チ
ウ
ェ
ル
氏
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
市
民
が
自
分
の
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
「
社
会
秩
序
の
夢
」
こ
そ
が
「
ア
メ
リ
カ

ン
・
ド
リ
ー
ム
」
で
あ
り
、
1
9
6
3
年
に
黒
人
公
民
権
運
動
家
の

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
牧
師
が
「
私
に
は
夢
が
あ
る
」

の
演
説
で
言
及
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
キ
ン
グ
師
は
こ
う
言
っ

た
。「
私
に
は
夢
が
あ
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
に
深

く
根
ざ
し
た
夢
だ
。
い
つ
の
日
か
私
の
4
人
の
幼
い
子
供
た
ち
が
、

肌
の
色
で
は
な
く
人
格
の
中
身
で
判
断
さ
れ
る
国
で
暮
ら
す
よ
う
に

な
る
こ
と
だ
」

　

公
民
権
運
動
が
全
米
に
広
が
る
前
の
1
9
5
0
年
代
を
今
か
ら
振

り
返
れ
ば
、
黒
人
や
女
性
に
と
っ
て
は
い
か
に
住
み
に
く
い
時
代
で

あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。「
偉
大
な
ア
メ
リ
カ
」は
ま
だ
訪
れ
て
お
ら
ず
、

そ
れ
は
未
来
に
あ
る
と
考
え
る
そ
う
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
さ
ら
な

る
目
標
に
向
け
て
前
に
進
む
の
で
は
な
く
、
懐
古
主
義
に
引
き
返
す

ト
ラ
ン
プ
氏
が
、
決
し
て
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」
を
も
た
ら

す
先
導
者
と
は
思
え
な
い
、
と
感
じ
る
の
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ

な
い
。
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